
１ 　問題の所在
　本研究の目的は，STEAM 教育を視野に入れたコンピ
テンシーを育成する教科横断的な社会科授業デザイン
の方略を明らかにすることである。
　これまで兵庫教育大学附属中学校では，クロスカリ
キュラムという視点を基軸にして，教科横断的な学びを
追究してきた。（1）そのなかでは従来，校内における職
員研修において，同じ教科の教員同士のつながりはある
程度形成されているものの，異なる教科の教員がどの
ように授業研究を深めていくのかという問いに対する
対応が十分になされていない点が課題であった。そこ
で，兵庫教育大学附属中学校では，クロスカリキュラム
という研究主題をもとに教員同士の相互の学びを深め，
学習活動に生かす取り組みを継続してきた。こうした
研究基盤を社会科部と他の教員が相互に生かしながら，
それぞれの担当する授業デザインにどのようにすれば
反映させることができるのかを模索している。一方で，
社会科教育研究においても求められている学びへの課
題は多様である。
　こうした多岐にわたる課題のすべてに応えることは
難しいが，兵庫教育大学附属中学校では，昨年度は
Google for Education に搭載されている多彩な機能をもと
にして，生徒の主体的・対話的な学習を促す「ICT」を

活用した中学校社会科授業の具体について明らかにし
てきた。（2）「ICT」は単なるツールではなく，教員や生
徒を結ぶネットワークであるとともに，学校や地域さら
には世界をも包括する新たな学びのプラットフォーム
である。
　COVID-19 が蔓延したグローバル化した社会の中で，
継続的な学びを維持するだけに留まらず，生徒の「主体
性」と「対話力」を育むためには，こうした新たな学び
のプラットフォームが効果的であることを昨年度は兵
庫教育大学附属中学校の社会科授業をもとに考察した。
　続いて，本稿では，「STEAM 教育を視野に入れたコ
ンピテンシーを育成する教科横断的な社会科授業デザ
インとはどのようなものか」というリサーチ・クエス
チョンを設定し，以下の３つの視点から授業実践を分析
した。

①兵庫教育大学附属中学校の社会科では，生徒の「主
体性」や「対話力」をどのように捉えているのか。

②生徒の「主体性」や「対話力」を促すために，「STEAM
教育」の視点は社会科授業にどのように生かすこと
ができるのか。

③①と②をもとに，STEAM 教育を視野に入れたコン
ピテンシーを育成する教科横断的な社会科授業デ
ザインの具体とはどのようなものか。
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　近年の教育界では，文系と理系の枠組みを越えた融合
的学習として STEAM 教育が注目されている。（3）しかし，
STEAM 教育で主導されている先進的な学びは，既存の
学習とどのような関係にあるのか，現場においても十分
に理解されているとは言い難いのが現状である。では，
どのようにすれば STEAM 教育の視点を社会科授業に取
り入れることができるのか。本稿では，第３学年の公
民的分野の学習を STEAM 教育の視点から捉え直し，「民
主政治では，なぜ政治に参加することが重要なのか？」
という単元を貫く問いを設定して授業の検討を行った。
　本稿で考察した授業実践は，兵庫教育大学附属中学校
の社会科部の藤春の理論的な提案をもとに橘が第３学
年で実践した学習活動である。授業開発に当たっては，
共同研究者の福田が指導助言に加わり，２０２１年１２
月１８日（土）の兵庫教育大学附属中学校社会科研究会
で報告を行った。なお，データ提供の許諾を得た上で，
事前事後の授業カンファレンスを実施した。（福田喜彦）

２ ．兵庫教育大学附属中学校の社会科が目指す子
ども像

　本校の社会科では，子どもたちが生きる現代社会，そ
して，その社会が 10 ～ 20 年経っても色あせることなく
必要不可欠となる資質・能力とは何かについて考えてき
た。複雑で不透明な現代社会を生き抜くために必要だと
うたわれる資質・能力はおびただしくある一方で，それ
ら全てが不必要だと切り捨てることもできないだろう。
　そのため，本校の社会科が掲げる必要不可欠な能力に
は，現代社会で求められる数々の資質・能力を身に付け
るための基盤であり，子どもが主体的に学び続けるため
の基盤になりうるものを掲げている。それが，「自分と
は異なるものと粘り強く対話する力」と「対話を通して
新しい価値観を構築し続ける力」の２つである。した
がって，ここでは，上記２点の資質・能力の育成に重点
を置き，本校が目指す子ども像である「物事を多角的に
理解し，新たな価値を共創する生徒」の育成に迫りたい。
　本校の社会科が捉える「多角的」とは，「自分とは異
なる他者の価値観がどのような背景のもとで構築され
てきたのかを考察するための物事の見方」を指してい
る。ここでいう「他者」とは，現代という時間平面状に
生きる人々だけでなく，過去の歴史を紡ぎあげてきた
人々のことも含んでいる。自分とは異なる他者は，どの
ような価値観に基づいて行動し，判断している（きた）
のか。その結果として，どのような事象が顕在化されて
きたのかを考える視点をもつことが，社会科の目指す

「多角的」な物事の捉え方であり，理解に迫る見方でも
ある。
　次に，「価値」とは，普遍性のあるものではなく，状
況に応じて流動的に変化するものである。先行き不透明
な現代社会においては，あらゆる場面において既存の環
境の中から新しい「価値」を見出せることに価値が置か
れている。ここでいう「価値」とは，他者（社会）の切
実な要望，持続可能な社会を願う真摯な姿勢の中で生み

出されるものを指している。そして，他者の切実な要望
に応えようとすること，持続可能な社会実現を願う真摯
な姿勢を身に付けることを実現するためには，自分が他
者（社会）に何を求められているのかを捉える感性と自
分の成すことが他者（社会）に与える影響の有無や大小
を考えることのできる思慮深さを培う必要がある。そし
て，その「価値」を共創する上でもっとも大切になるの
は，異なる他者との「対話」が可能になることである。
　筆者は，「自分とは異なるものと粘り強く対話する力」
と「対話を通して新しい価値観を構築する力」の２つの
資質・能力の育成に際して，次の２点について生徒の課
題を感じている。一つ目は，自分の理解が及ばないも
のに対して距離をとり，自分の理解が及ぶコミュニティ
に依存してしまうことで視野の広がりを自ら消失して
しまうことである。二つ目は，理解しようとはできるも
のの，自ら歩み寄りながら他者との協同関係を育む力に
欠けることである。この２つの課題を改善し，自分とは
異なる他者との協同作業が行える資質・能力を育成する
ことが必要である。
　そのために，本校の社会科部では，「対話的で深い学
び」の実現に向けて，①自分の価値観では測り切れない
もの（複雑な社会事象，歴史や文化の違いから生じる
価値観の相違，自分とは異なる意見，難解な資料など）
に対して，理解しようと歩み寄ることで新たな気づきや
発見を生み出そうとしていることや物事に対する向き
合い方を身に付けさせること，②対話的なコミュニケー
ションを通して，自分と他者の間にある認識のずれやお
互いが大切にしている価値観との出会いから生まれる

「疑問・興味・違和感」を探究し続け，知識・技能を獲
得しながら，物事の本質的な理解に迫ろうとする姿勢を
身に付けさせることの２点について共通認識をもって
教科指導の理論的基盤の構築を図ろうと試みた。
 （藤春竜也）

３ ．STEAM の観点を取り入れた社会科単元・授
業デザイン

（１）兵庫教育大学附属中学校の研究過程
①研究主題設定の目的・背景
　研究主題の設定に際し，本校の社会科が主軸にしてい
ることは次の２点である。
　１つ目は，本校の研究活動の土台として提示されて
いる資料１にあるように，STEAM の観点を単元・授
業デザインに組み込むことで，社会科教育においても
STEAM 教育を実践することが可能であることを明らか
にすることである。特に，令和３年度は，これまで実施
してきた「総合を主軸にした教科等横断的な学びの実
践」に「STEAM 教育」をどのように組み込むことがで
きるのかということが全体の研究テーマであった。
　そこで，「教科等を越えたすべての学習の基盤として
育まれ活用する資質・能力を育むために , 汎用性が高い
Ｓ（科学的要素）Ｔ（技術的要素）Ｅ（工学的要素）Ａ（教
養的要素）Ｍ（論理的要素）の５観点をキーコンピテン
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シーとし , 各教科においてバランスよく取り入れること
によって , 単元を構想・実践する」（4） ことは，教科等を
超えて全ての学習の基盤として育まれる資質・能力を育
みながら，いかに生徒の学びに寄り添うことができるか
という大きな問いを社会科の実践に投げかけることに
なった。この問いを社会科部で共有することで他教科と
の連携や STEAM の観点での単元・授業デザインに生か
していくことにした。
　２つ目は，「教科を教科の枠組みの中だけで考えず，
今子どもたちが行っていることそれ自体の教材化を図
りながら，現実社会との接点を見いだした上で，単元・
授業をデザインする」ことによって，その単元・授業の
学習を通して，先行き不透明なこの現代社会を生き抜く
ために必要な資質・能力を育成していくことである。
　教科学習は，教科単体で取り組むものではなく，学校
教育全体の目標（ここでは目指す子ども像）に迫る上で，
社会科をどのように位置づけることができるかという
ことを踏まえるという理解は，本校の社会科部の中でも
共通認識が図られており，単元をデザインする際も学校
で行われている体育大会や文化祭，立志式や生徒会選挙
のような特別活動や総合的な学習の時間での取り組み
に対して，教科としてどのような見方・考え方を身に付
けることが望ましいのかを教科と学校教育活動そのも
のとの接点から考えることから一般化しようとしてい
る。これは，本校が４年間取り組み続けてきたクロスカ
リキュラムの研究を基盤にして進めてきたものである。
　加えて，昨年度の研究であった「G-suite 活用実践か
ら見えてきた，学びの「つなげ方・広げ方「深め方」の
これから」を踏まえ，昨年度から急速に進んだ学校教
育内における ICT 活用の大きな流れも受け止めながら，

単元・授業デザイン自体もその変化に適応させている。
②研究主題に迫るための手立て・手法・理論
　本校の研究主題に迫る上でもっとも重要となる概念
は，「主体性」と「対話力」である。この２点の重要性
については，前述した社会科が目指す子ども像につい
てでも述べた通りである。この「主体性」と「対話力」
を育むことで，生徒自身が深い学びを実現できるように
自律を促していくことが教科教育を通して育むべき根
幹となる資質・能力である。
　相互の学習をつなげたり，広げたりする（対象に対す
るインプットとしての機能）上で効果的な活用が期待さ
れる Google for Education が教科教育の在り方を深化で
きる可能性については昨年度の実践からみえてきてい
たため，今年度も積極的に Google for Education を活用
しながら，生徒が自主的に学習に取り組むことのできる
学習環境をデザインすることを意識した。
　ICT 活用の主な使用目的は，①与えられた，もしくは
自ら設定した課題に迫る知識を獲得するための活用，②
調べたり，まとめたりしたことを相手に伝える表現活動
をするための活用の２点である。
　ここで忘れてはならないのは，「ICT 活用」そのもの
は，主体的で対話的な学び，ひいては，目指すこども像，
社会科として身に付けさせたい資質・能力の獲得に迫る
手法の一つであるという認識である。そのため，使用
目的と方法を明示した上で活用させながら，学ぶ目的
やそれに迫るための手法を移譲していくということを
教員側が意識的に実施していく必要がある。その上で，
単元をデザインする際に生徒が自主的に学習活動に取
り組むことのできる教育環境を整備し，適当な学習課
題を設定することも重要である。ICT 機器（主な機能は 
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【出典】「令和4年度 兵庫教育大学附属中学校研究協議会 基調提案資料」藤春作成より引用 

資料１「兵庫教育大学附属中学校の学校教育が育む資質・能力，目指す子ども像，STEAM教育の関連性」 

教科等を越えた全ての学習の基盤
として育まれ活用する資質・能力

現代的な諸課題に対応して
求められる資質・能力

各教科等において
育む資質・能力

目指す子ども像
「物事を多角的に理解し、新たな価値を共創できる生徒」

「持続可能な社会を実現できる力」

先行きの見えない「VUCA時代」の中、
未来を切り拓き、生き抜くために必要な資質・能力

自律性、協働性、問題発見・解決能力、創造力、
説明責任能力、対話力、批判的思考力、

読解力、情報活用能力

教科教育の中で、STEAM要素を含んだ単元・授業モデルを
再構築することで、上記の資質・能力の獲得を図る

S （科学的要素）…活動・体験から法則性を見出す
T （技術的要素）…最適な条件やしくみを見出す
E （工学的要素）…しくみを設計し、問題を解決する
A （教養的要素）…対話を通して、物事の本質に迫る
M （論理的要素）…数的根拠を表したり使いこなす

本校の学校教育が育む資質・能力、
目指す子ども像、STEAM教育の関連性

アクティブラーニングを手法とした、
問題意識をもち（主体的）、自分と他者や社会との認識のズレ
を調和しながら、問題を解決していく（対話的で深い学び）。

Problem-based Learning（PBL）学習（いわゆる課題解決型の学習）やProject-based Learning（PjBL）学習の必要性。
→「プロジェクト」には３つの要素がある。①課題解決型 ②知的発見型 ③創造型

資料 １　「兵庫教育大学附属中学校の学校教育が育む資質・能力，目指す子ども像，STEAM教育の関連性」

【出典】「令和 3 年度　兵庫教育大学附属中学校研究協議会　基調提案資料」藤春作成より引用
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Google for Education）を使用することで，生徒は機器そ
のものの使い方だけでなく，情報活用能力も育成されて
いる。この点についてもある程度単元構想の中に落とし
込むことで，より主体的で対話的に学ぶことのできる学
習環境，資質・能力の育成に寄与できると考えられる。
　また，本校の社会科では知識構成型ジグソー法を用い
た学習活動を行うことも多い。この学習方法は，教科に
おける ICT 活用と親和性が高いことが昨年度の実践を
通してみえてきた。それぞれが自らの学習課題に責任を
持って取り組み，それを効果的に相手に伝える活動（教
え合い，学び合い）を行う上で，多くの知識にアクセス
することができ，表現活動の幅を広げる ICT 機器と知
識構成型ジグソー学習との親和性は高く，今後も社会科
教科教育の充実に向けてさらに研鑽を積んでいきたい
と考えている。次に，STEAM 教育との関連を考察する。
③社会科におけるSTEAMの捉え
　STEAM 教育の目的とは，科学技術力に特化した人材
を育成することを第一の目標としているわけではない。
しかし，現在の教育現場では，テクノロジーやエンジニ
アリングという言葉の意味が先行し，プログラミング
をできるようにすること，またそれらを活用して社会
問題を改善することに焦点があてられ，「そもそも何の
ための STEAM 教育なのか」とじっくり自らに問いかけ
る時間があまりにも少ないまま，学校教育の下地にじっ
とりと染みこみつつあるのが現状である。こういった
状況の中でまず初めに考え直さなければならないのは，
やはり「そもそも STEAM 教育を行う目的は何なのか」
という問いである。この問いの本質的な解に迫る上で，
ヤング吉原麻里子の『世界を変える STEAM 人材－シリ
コンバレー「デザイン思考」の核心－』の一節を以下に

引用する。

「STEAM 人材とは，まず第一に，人間を大切にする思
想（＝ヒューマニズム）を核に探求を続ける 21 世紀
の新しいヒューマニストです。第二に，STEAM 人材
は，次々とイノベーションを起こすイノベーターのマ
インドセットを持ち合わせています。そして第三に，
STEAM 人材は，様々な領域を越境し，デザイナーとし
ての発想でこれまでにない活動を構築しています。（中
略）人間を固定概念から解き放って，人類と社会を新
しいパラダイムに導いてくれるのが，STEAM 人材です。
人類にとって本当に役に立つものを作りたいと，熱い想
いを胸に専門性を研鑽し，斬新な発想と活動につなげる
彼らこそ，次世代の社会がどう進むべきかの道筋を示
す，21 世紀を牽引する人材なのです」（5）

　ヤング吉原麻里子によれば，SETAM 教育を行う最大
の目的は，①様々な領域から学んだ知識や技能，見方・
考え方を横断させながら，②固定概念を覆すような新た
な発想を生み出すことに留まらず，③それがこれから
の社会がどうあるべきかを真摯に考え責任ある選択が
行える力，の３点を育成することであると捉えること
ができる。ヤング吉原麻里子の視点をもとに，本校の
STEAM 教育を考えると，先述した①～③の資質・能力
を兼ね備えた人材を育成することであり，それはこれま
で行ってきた教科教育の目標とまったく乖離したもの
ではない。これまで潜在的に育んできた資質・能力を教
員も生徒も目的意識をもって学習活動に挑むことに価
値があり，その意識の連続こそが，教科教育がコンテン
ツベースからコンピテンシーベースの学習に転換する
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知識・技能を獲得しながら物事の本質的な理解に迫ろう

としている。 

本校の第３学年の生徒は，１年次はインターネット選

挙を活用しない通常通りの選挙を経験しているため，ア

ナログとデジタルのいずれの選挙も経験している稀有

な立場にある。そのため，現行の選挙制度の課題に限ら

ず，これから世界的に導入されることも十分予想されて

いるインターネット選挙実現に向けた課題やそれに対

する改善策について実体験から考えることで，これまで

の体験から学んだこと・感じたこと・疑問に思ったこと

を学習活動に生かしながら，他者との交流の中から新た

な価値を見出せる公民的分野の授業の開発を目指した。 

②本授業に組み込んだ STEAM 要素 

 本授業では，Ｓ（科学的要素）Ｔ（技術的要素）Ｅ（工

学的要素）Ａ（教養的要素）Ｍ（論理的要素）の５つの

観点をキーコンピテンシーとして，①生徒会選挙の体験

から学んだ選挙の基本的なしくみをヒントにしながら，

過去の選挙制度の課題やその改善案について提案する

【Ｔ・Ｅ】，②生徒会選挙のしくみに着目して選挙の４

原則がどのように反映されているのかを見出し，その上

で，生徒会選挙が民主主義の原則にのっとることができ

ているかどうかを検証する【Ｓ・Ｔ】，③インターネッ

ト選挙の利点や課題，それを改善するための方策につい

て，これまで３度の選挙経験から学んだことや感じたこ

と，違和感について意見を交流しながら，選挙を取り巻

く本質的な問題について迫ろうとしている【Ｓ・Ａ】，

④世界と日本の政党別議席数の違いを根拠にしながら，

多様な立場の意見を尊重しようと努める日本の政党政

治の特徴や課題について説明する【Ｍ】の４つの視点に

よってコンピテンシーベースの学習への転換を図った。 

③本授業の評価の観点 

本授業の評価は，「知識・技能」「思考・判断・表現」

「主体的に活動に取り組む態度」の３つの観点から構成

されている。まず，「知識・技能」では，多数決の原理

とその運用の在り方について理解していること，社会で

起こっている問題について関心を持ち，その原因を分析

することができる点である。次に，「思考・判断・表現」

では，民主政治の推進と，公正な世論の形成や選挙など

国民の政治参加との関連について，対話的な活動を通

じ，多面的・多角的に考察し，表現している点である。

そして，「主体的に活動に取り組む態度」では，民主政

治と政治参加について，現代社会に見られる課題の解決

【出典】「令和2年度 兵庫教育大学附属中学校実践報告会社会科資料」より引用 

資料２「STEAMの観点を取り入れた社会科単元・授業デザインと学習構想」 

デジタル アナログ

情報の収集・整理・共有・関連付け
はデジタル活用が効果的・効率的

学習過程を省察したり、意見や考えを
発信し合うのはアナログが効果的

深める

つなげる
広める

【深める】
収集・整理・関連づけし、再構築（統合）された情報を発信 ＝対面による対話
学習過程の自己省察 ＝手書きによるアウトプット

【つなげる・広める】
情報の収集・整理・共有 ＝スライド・ジャムボード・ｃlassroom・フォーム・チャット
情報間の関連づけ・再構築（統合） ＝スライド

インプットしたもの（学
習内容・学習方法）を
アウトプットしながら、
獲得した学習内容・方
法の定着を図る。

深まった見方・考え方
の共有化を図ることで
さらに質の高い気づき
と発見を得て、学ぶ楽し
さ、充実感を味わう。

【目指す子ども像】
物事を多角的に理解し、新たな価値を共創する生徒

【社会科の授業を通して特に身に付いてほしい力】
①読解力 書かれている内容や意味を正確に理解し、自らの意見や考えを効果的に伝えるために活用することができる力。
②情報リテラシー 状況に応じて情報を収集・整理・分析し、それら情報を活用しながら、自分の意見や考えを深めることができる力。
③批判的思考力 あらゆる事柄を多面多角的にとらえながら、主体的に物事の本質に迫ろうとする力。
④共感的表現力 他者の目線に立ち、聞き手の立場をとらえながら、自らの意見・考えを適切に表現することのできる力。

リアルタイムで他者理解を
得るためのアウトプットには、
デジタルを活用し効果的な
表現方法を模索。学習成果
をまとめたレポートやポート
フォリオなどの自己省察に
活用できる成果物のアウト
プットはアナログで実施。

インプットとアウトプッ
トの繰り返しの中で
「変容した見方・考え
方」を生徒教師が共
に把握しておく必要が
ある。そのため、ポート
フォリオが有効である。

資料 ２　「ICT 活用を前提とした学びのつなげ方・広げ方、深め方についての関連図」

【出典】「令和 2 年度 兵庫教育大学附属中学校実践報告会社会科資料」より引用
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糸口となろう。
　ここまでの考察を踏まえて，本校の社会科部ではこれ
まで「無意識的」もしくは「意識的」に育んできたであ
ろう資質・能力について再整理を行った。加えて，社会
科教育で育むことのできる資質・能力として，Ｓ（科学
的要素）Ｔ（技術的要素）Ｅ（工学的要素）Ａ（教養的
要素） Ｍ（論理的要素）に位置付けることのできるもの
を整理し，意図的に単元・授業デザインに落とし込むこ
とにした。そのことによって，STEAM 人材の育成を図
り，より良い社会実現に向かう人間性と資質・能力をい
かに育むことができるのかについて，次に考察したい。

（２）学習構想
①本授業での主体的・対話的で深い学び
　本単元では，主体的で対話的で深い学びの態度を育む
ために，教科学習と並行して行われる「生徒会選挙」と
の横断性を教科に組み込む単元を立案した。本校は昨年
度からコロナ感染対策を踏まえ，生徒会選挙をインター
ネット選挙で実施している。以下は，本校の社会科部で
構想した３つの学びのポイントをまとめたものである。

「主体的」… 複雑で不透明な現代社会を生き抜くために，
受け身になることなく，自分とは異なる価値観に触れな
がら，自ら課題を発見し新たな価値を創造しようとして
いる。

「対話的」… 自分ひとりの価値観だけでは測りきれない
もの（複雑な社会事象・歴史や文化の違いから生じる価
値観の相違・難解な資料など）に対して，他者との対話
を重ねながら，理解し歩み寄ることで，新たな気づきや
価値を生み出そうとしている。

「深い学び」… 対話的なコミュニケーションの中で，自
分と他者の間にある認識のズレや，お互いが大切にして
いる価値観との出会いの中から生まれる「疑問・興味・
違和感」を「新たな問い」に置き換えて探究し続け，知識・
技能を獲得しながら物事の本質的な理解に迫ろうとし
ている。
　本校の第３学年の生徒は，１年次はインターネット選
挙を活用しない通常通りの選挙を経験しているため，ア
ナログとデジタルのいずれの選挙も経験している稀有
な立場にある。そのため，現行の選挙制度の課題に限ら
ず，これから世界的に導入されることも十分予想されて
いるインターネット選挙実現に向けた課題やそれに対
する改善策について実体験から考えることで，これまで
の体験から学んだこと・感じたこと・疑問に思ったこと
を学習活動に生かしながら，他者との交流の中から新た
な価値を見出せる公民的分野の授業の開発を目指した。
②本授業に組み込んだSTEAM要素
　本授業では，Ｓ（科学的要素）Ｔ（技術的要素）Ｅ（工
学的要素）Ａ（教養的要素）Ｍ（論理的要素）の５つの
観点をキーコンピテンシーとして，①生徒会選挙の体
験から学んだ選挙の基本的なしくみをヒントにしなが
ら，過去の選挙制度の課題やその改善案について提案す
る【Ｔ・Ｅ】，②生徒会選挙のしくみに着目して選挙の

４原則がどのように反映されているのかを見出し，その
上で，生徒会選挙が民主主義の原則にのっとることがで
きているかどうかを検証する【Ｓ・Ｔ】，③インターネッ
ト選挙の利点や課題，それを改善するための方策につい
て，これまで３度の選挙経験から学んだことや感じたこ
と，違和感について意見を交流しながら，選挙を取り
巻く本質的な問題について迫ろうとしている【Ｓ・Ａ】，
④世界と日本の政党別議席数の違いを根拠にしながら，
多様な立場の意見を尊重しようと努める日本の政党政
治の特徴や課題について説明する【Ｍ】の４つの視点に
よってコンピテンシーベースの学習への転換を図った。
③本授業の評価の観点
　本授業の評価は，「知識・技能」「思考・判断・表現」

「主体的に活動に取り組む態度」の３つの観点から構成
されている。まず，「知識・技能」では，多数決の原理
とその運用の在り方について理解していること，社会で
起こっている問題について関心を持ち，その原因を分析
することができる点である。次に，「思考・判断・表現」
では，民主政治の推進と，公正な世論の形成や選挙など
国民の政治参加との関連について，対話的な活動を通
じ，多面的・多角的に考察し，表現している点である。
そして，「主体的に活動に取り組む態度」では，民主政
治と政治参加について，現代社会に見られる課題の解決
に向けて，自らの学習を振り返りながら粘り強く取り組
み，生徒会選挙を通して，主体的に関わろうとしている
点である。では，実践の具体を見てみよう。（藤春竜也）

４ ．STEAM の観点を取り入れた社会科授業の実
践

（１）生徒の政治参加意識の実態
　今回，単元の学習に入る前に，生徒に対して政治参加
についてどのように考えているのか簡単なアンケート
を実施した。その中で「私たちが政治に参加することは
大切だと思いますか？」の質問に対し，「とても大切だ
と思う」「大切だと思う」と回答した割合が 84.7％と全
体の８割を超える高い結果となった。（資料３を参照）

　このアンケート結果は，１時限目の授業で行った民主
主義の必要性を考える発問に対しても表れており，民
主主義は「国民中心の政治」「国民一人ひとりの意見を
大切にする」と国民主権の観点から考えていた生徒が
多かった。一方で，「選挙に行く事で，自分たちの考え
が政治に反映されると思いますか？」の質問では，「大
きく反映されると思う」「反映されると思う」と回答し
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に向けて，自らの学習を振り返りながら粘り強く取り組

み，生徒会選挙を通して，主体的に関わろうとしている

点である。では，実践の具体を見てみよう。（藤春竜也） 

４．STEAM の観点を取り入れた社会科授業の実践 

（１）生徒の政治参加意識の実態 

今回，単元の学習に入る前に，生徒に対して政治参加

についてどのように考えているのか簡単なアンケート

を実施した。その中で「私たちが政治に参加することは

大切だと思いますか？」の質問に対し，「とても大切だ

と思う」「大切だと思う」と回答した割合が 84.7％と

全体の８割を超える高い結果となった。（資料３を参照） 

資料３「政治に参加することは大切だと思うか」 

このアンケート結果は，１時限目の授業で行った民主

主義の必要性を考える発問に対しても表れており，民主

主義は「国民中心の政治」「国民一人ひとりの意見を大

切にする」と国民主権の観点から考えていた生徒が多か

った。一方で，「選挙に行く事で，自分たちの考えが政

治に反映されると思いますか？」の質問では，「大きく

反映されると思う」「反映されると思う」と回答した割

合が 51.4％と全体の半数にとどまる結果となった。

（資料４を参照） 

資料４「自分の考えが政治に反映されると思うか」 

また，政治参加が重要だと理解しているが，「自分一

人の意見で政治が変わるわけがない」と考えている生徒

がいる実態も浮かび上がった。アンケートの自由記述欄

には，政治・選挙への関心が高く，選挙の投票率の低さ

を問題視している意見がある一方で，「政治は複雑そう

（難しい）」「よく分からない」という意見も見られた。 

しかし，今回実践を行った第３学年は，分野・単元を

問わず，社会科の授業に興味・関心を持ち，意欲的に取

り組む生徒が多く，今回の単元の学習に対する意識も，

「政治はよく分からない」としながら，８割近い生徒が

学習への意欲的な反応を示していた。実際に単元の学習

を進めていく中でも，積極的に意見を出し，他者との交

流からさらに考えを深めていっている様子が見られた。 

今回の単元の大きなテーマである「選挙」は，国民に

とって身近な政治参加の一つだが，中学生にとってはま

だまだ遠い存在である。しかし，特別活動の「生徒会選

挙」を教科横断的学習として学ぶことでより身近な問題

として捉えることができたのではないかと考える。たと

えば選挙の４原則について，それぞれの原則が生徒会選

挙に適応できているのかを考えたとき，普通選挙や直接

選挙は守られていると考えていた一方で，本校で昨年か

ら導入したネット投票の視点から，メールアカウントの

収集が行われていたことについて秘密選挙が守られて

いなかったと分析する生徒が多くいた。（資料５を参照） 

資料５「附属中学校の生徒会選挙に問題はあるのか」 

また近年取り上げられている選挙をめぐる問題とし

て，2021 年の秋に行われた衆議院議員選挙や 2018 年の 

沖縄県知事選挙から，一票の格差やフェイクニュースな

どがあることを知り，選挙でインターネットを活用する

ことのメリットとデメリットについても考えることが

できた。これは，ネット投票を行う本校の生徒会選挙に

つながる所があり，生徒会選挙前に気を付けないといけ

ないところなど，生徒にとって身近なところに落とし込

んで考え，生徒会選挙の投票ができたのではないかと筆

者は考えている。（資料６を参照） 

 

資料６「生徒会選挙に向けてどんな心構えが必要か」 

資料 ３　「政治に参加することは大切だと思うか」
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た割合が 51.4％と全体の半数にとどまる結果となった。
（資料４を参照）

　また，政治参加が重要だと理解しているが，「自分一
人の意見で政治が変わるわけがない」と考えている生徒
がいる実態も浮かび上がった。アンケートの自由記述欄
には，政治・選挙への関心が高く，選挙の投票率の低さ
を問題視している意見がある一方で，「政治は複雑そう

（難しい）」「よく分からない」という意見も見られた。
　しかし，今回実践を行った第３学年は，分野・単元を
問わず，社会科の授業に興味・関心を持ち，意欲的に取
り組む生徒が多く，今回の単元の学習に対する意識も，

「政治はよく分からない」としながら，８割近い生徒が
学習への意欲的な反応を示していた。実際に単元の学習
を進めていく中でも，積極的に意見を出し，他者との交
流からさらに考えを深めていっている様子が見られた。
　今回の単元の大きなテーマである「選挙」は，国民に
とって身近な政治参加の一つだが，中学生にとってはま
だまだ遠い存在である。しかし，特別活動の「生徒会選
挙」を教科横断的学習として学ぶことでより身近な問題
として捉えることができたのではないかと考える。たと
えば選挙の４原則について，それぞれの原則が生徒会選
挙に適応できているのかを考えたとき，普通選挙や直接
選挙は守られていると考えていた一方で，本校で昨年か
ら導入したネット投票の視点から，メールアカウントの
収集が行われていたことについて秘密選挙が守られて
いなかったと分析する生徒が多くいた。（資料５を参照）

　また近年取り上げられている選挙をめぐる問題とし
て，2021 年の秋に行われた衆議院議員選挙や 2018 年の 
沖縄県知事選挙から，一票の格差やフェイクニュースな
どがあることを知り，選挙でインターネットを活用する
ことのメリットとデメリットについても考えることが
できた。これは，ネット投票を行う本校の生徒会選挙に
つながる所があり，生徒会選挙前に気を付けないといけ
ないところなど，生徒にとって身近なところに落とし込

んで考え，生徒会選挙の投票ができたのではないかと筆
者は考えている。（資料６を参照）

　実際，生徒会選挙の前後で個人の意見を比較したと
き，「過去の情報で投票せず，公約や意思をしっかり聞
いて考える」や「公約や演説の内容をしっかり聞いて判
断したい」と考えていた生徒は選挙後も，「公約を聞い
て選べた」や「自分の意思で選ぶことができた」と振り
返っている生徒が多かった。（資料７－１を参照）

　個人の振り返りの後，班での共有も行ったが，その時
には個人では出てこなかった「人気投票になってしまっ
た」や「演説のインパクトがあった人が当選する」と
いう意見が見られた。個人では出てこなかった考えが，
他者と交流していく中で新たな視点で考えられた部分
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に向けて，自らの学習を振り返りながら粘り強く取り組

み，生徒会選挙を通して，主体的に関わろうとしている

点である。では，実践の具体を見てみよう。（藤春竜也） 

４．STEAM の観点を取り入れた社会科授業の実践 

（１）生徒の政治参加意識の実態 

今回，単元の学習に入る前に，生徒に対して政治参加

についてどのように考えているのか簡単なアンケート

を実施した。その中で「私たちが政治に参加することは

大切だと思いますか？」の質問に対し，「とても大切だ

と思う」「大切だと思う」と回答した割合が 84.7％と

全体の８割を超える高い結果となった。（資料３を参照） 

資料３「政治に参加することは大切だと思うか」 

このアンケート結果は，１時限目の授業で行った民主

主義の必要性を考える発問に対しても表れており，民主

主義は「国民中心の政治」「国民一人ひとりの意見を大

切にする」と国民主権の観点から考えていた生徒が多か

った。一方で，「選挙に行く事で，自分たちの考えが政

治に反映されると思いますか？」の質問では，「大きく

反映されると思う」「反映されると思う」と回答した割

合が 51.4％と全体の半数にとどまる結果となった。

（資料４を参照） 

資料４「自分の考えが政治に反映されると思うか」 

また，政治参加が重要だと理解しているが，「自分一

人の意見で政治が変わるわけがない」と考えている生徒

がいる実態も浮かび上がった。アンケートの自由記述欄

には，政治・選挙への関心が高く，選挙の投票率の低さ

を問題視している意見がある一方で，「政治は複雑そう

（難しい）」「よく分からない」という意見も見られた。 

しかし，今回実践を行った第３学年は，分野・単元を

問わず，社会科の授業に興味・関心を持ち，意欲的に取

り組む生徒が多く，今回の単元の学習に対する意識も，

「政治はよく分からない」としながら，８割近い生徒が

学習への意欲的な反応を示していた。実際に単元の学習

を進めていく中でも，積極的に意見を出し，他者との交

流からさらに考えを深めていっている様子が見られた。 

今回の単元の大きなテーマである「選挙」は，国民に

とって身近な政治参加の一つだが，中学生にとってはま

だまだ遠い存在である。しかし，特別活動の「生徒会選

挙」を教科横断的学習として学ぶことでより身近な問題

として捉えることができたのではないかと考える。たと

えば選挙の４原則について，それぞれの原則が生徒会選

挙に適応できているのかを考えたとき，普通選挙や直接

選挙は守られていると考えていた一方で，本校で昨年か

ら導入したネット投票の視点から，メールアカウントの

収集が行われていたことについて秘密選挙が守られて

いなかったと分析する生徒が多くいた。（資料５を参照） 

資料５「附属中学校の生徒会選挙に問題はあるのか」 

また近年取り上げられている選挙をめぐる問題とし

て，2021 年の秋に行われた衆議院議員選挙や 2018 年の 

沖縄県知事選挙から，一票の格差やフェイクニュースな

どがあることを知り，選挙でインターネットを活用する

ことのメリットとデメリットについても考えることが

できた。これは，ネット投票を行う本校の生徒会選挙に

つながる所があり，生徒会選挙前に気を付けないといけ

ないところなど，生徒にとって身近なところに落とし込

んで考え，生徒会選挙の投票ができたのではないかと筆

者は考えている。（資料６を参照） 

 

資料６「生徒会選挙に向けてどんな心構えが必要か」 

資料 5　「附属中学校の生徒会選挙に問題はあるのか」

資料 6　「生徒会選挙に向けてどんな心構えが必要か」
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実際，生徒会選挙の前後で個人の意見を比較したと

き，「過去の情報で投票せず，公約や意思をしっかり

聞いて考える」や「公約や演説の内容をしっかり聞い

て判断したい」と考えていた生徒は選挙後も，「公約

を聞いて選べた」や「自分の意思で選ぶことができた

」と振り返っている生徒が多かった。（資料７－１を

参照） 

資料７－１「生徒会選挙を終えて」（個人） 

個人の振り返りの後，班での共有も行ったが，その

時には個人では出てこなかった「人気投票になってし

まった」や「演説のインパクトがあった人が当選する

」という意見が見られた。個人では出てこなかった考

えが，他者と交流していく中で新たな視点で考えられ

た部分であった。また Chromebook を活用したネット

投票についても，「仕切りがなく他者の画面が見えて

しまう」や「選挙への緊張感がない」と否定的な意見

が多く見られた。（資料７－２を参照） 

最後に単元のまとめとして，選挙管理委員会として

活動した視点，立候補者・推薦者としての視点，生徒

会役員として１年間活動してきた視点，そして単元の

学習を通して見えてきた生徒会選挙の課題を踏まえて

来年度の生徒会選挙に向けた改善点を話し合った。前

述したネット投票については，選挙管理委員会の視点

として「開票がスムーズ（早い）」というメリットが

あったが，それ以上に投票者の視点として「投票する

一票の重み」や「緊張感」を大切にしたいと考える生 

資料７－２ 「生徒会選挙を終えて」（班での共有） 
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に向けて，自らの学習を振り返りながら粘り強く取り組

み，生徒会選挙を通して，主体的に関わろうとしている

点である。では，実践の具体を見てみよう。（藤春竜也） 

４．STEAM の観点を取り入れた社会科授業の実践 

（１）生徒の政治参加意識の実態 

今回，単元の学習に入る前に，生徒に対して政治参加

についてどのように考えているのか簡単なアンケート

を実施した。その中で「私たちが政治に参加することは

大切だと思いますか？」の質問に対し，「とても大切だ

と思う」「大切だと思う」と回答した割合が 84.7％と

全体の８割を超える高い結果となった。（資料３を参照） 

資料３「政治に参加することは大切だと思うか」 

このアンケート結果は，１時限目の授業で行った民主

主義の必要性を考える発問に対しても表れており，民主

主義は「国民中心の政治」「国民一人ひとりの意見を大

切にする」と国民主権の観点から考えていた生徒が多か

った。一方で，「選挙に行く事で，自分たちの考えが政

治に反映されると思いますか？」の質問では，「大きく

反映されると思う」「反映されると思う」と回答した割

合が 51.4％と全体の半数にとどまる結果となった。

（資料４を参照） 

資料４「自分の考えが政治に反映されると思うか」 

また，政治参加が重要だと理解しているが，「自分一

人の意見で政治が変わるわけがない」と考えている生徒

がいる実態も浮かび上がった。アンケートの自由記述欄

には，政治・選挙への関心が高く，選挙の投票率の低さ

を問題視している意見がある一方で，「政治は複雑そう

（難しい）」「よく分からない」という意見も見られた。 

しかし，今回実践を行った第３学年は，分野・単元を

問わず，社会科の授業に興味・関心を持ち，意欲的に取

り組む生徒が多く，今回の単元の学習に対する意識も，

「政治はよく分からない」としながら，８割近い生徒が

学習への意欲的な反応を示していた。実際に単元の学習

を進めていく中でも，積極的に意見を出し，他者との交

流からさらに考えを深めていっている様子が見られた。 

今回の単元の大きなテーマである「選挙」は，国民に

とって身近な政治参加の一つだが，中学生にとってはま

だまだ遠い存在である。しかし，特別活動の「生徒会選

挙」を教科横断的学習として学ぶことでより身近な問題

として捉えることができたのではないかと考える。たと

えば選挙の４原則について，それぞれの原則が生徒会選

挙に適応できているのかを考えたとき，普通選挙や直接

選挙は守られていると考えていた一方で，本校で昨年か

ら導入したネット投票の視点から，メールアカウントの

収集が行われていたことについて秘密選挙が守られて

いなかったと分析する生徒が多くいた。（資料５を参照） 

資料５「附属中学校の生徒会選挙に問題はあるのか」 

また近年取り上げられている選挙をめぐる問題とし

て，2021 年の秋に行われた衆議院議員選挙や 2018 年の 

沖縄県知事選挙から，一票の格差やフェイクニュースな

どがあることを知り，選挙でインターネットを活用する

ことのメリットとデメリットについても考えることが

できた。これは，ネット投票を行う本校の生徒会選挙に

つながる所があり，生徒会選挙前に気を付けないといけ

ないところなど，生徒にとって身近なところに落とし込

んで考え，生徒会選挙の投票ができたのではないかと筆

者は考えている。（資料６を参照） 

 

資料６「生徒会選挙に向けてどんな心構えが必要か」 資料 7－ １　「生徒会選挙を終えて」（個人）
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に向けて，自らの学習を振り返りながら粘り強く取り組

み，生徒会選挙を通して，主体的に関わろうとしている

点である。では，実践の具体を見てみよう。（藤春竜也） 

４．STEAM の観点を取り入れた社会科授業の実践 

（１）生徒の政治参加意識の実態 

今回，単元の学習に入る前に，生徒に対して政治参加

についてどのように考えているのか簡単なアンケート

を実施した。その中で「私たちが政治に参加することは

大切だと思いますか？」の質問に対し，「とても大切だ

と思う」「大切だと思う」と回答した割合が 84.7％と

全体の８割を超える高い結果となった。（資料３を参照） 

資料３「政治に参加することは大切だと思うか」 

このアンケート結果は，１時限目の授業で行った民主

主義の必要性を考える発問に対しても表れており，民主

主義は「国民中心の政治」「国民一人ひとりの意見を大

切にする」と国民主権の観点から考えていた生徒が多か

った。一方で，「選挙に行く事で，自分たちの考えが政

治に反映されると思いますか？」の質問では，「大きく

反映されると思う」「反映されると思う」と回答した割

合が 51.4％と全体の半数にとどまる結果となった。

（資料４を参照） 

資料４「自分の考えが政治に反映されると思うか」 

また，政治参加が重要だと理解しているが，「自分一

人の意見で政治が変わるわけがない」と考えている生徒

がいる実態も浮かび上がった。アンケートの自由記述欄

には，政治・選挙への関心が高く，選挙の投票率の低さ

を問題視している意見がある一方で，「政治は複雑そう

（難しい）」「よく分からない」という意見も見られた。 

しかし，今回実践を行った第３学年は，分野・単元を

問わず，社会科の授業に興味・関心を持ち，意欲的に取

り組む生徒が多く，今回の単元の学習に対する意識も，

「政治はよく分からない」としながら，８割近い生徒が

学習への意欲的な反応を示していた。実際に単元の学習

を進めていく中でも，積極的に意見を出し，他者との交

流からさらに考えを深めていっている様子が見られた。 

今回の単元の大きなテーマである「選挙」は，国民に

とって身近な政治参加の一つだが，中学生にとってはま

だまだ遠い存在である。しかし，特別活動の「生徒会選

挙」を教科横断的学習として学ぶことでより身近な問題

として捉えることができたのではないかと考える。たと

えば選挙の４原則について，それぞれの原則が生徒会選

挙に適応できているのかを考えたとき，普通選挙や直接

選挙は守られていると考えていた一方で，本校で昨年か

ら導入したネット投票の視点から，メールアカウントの

収集が行われていたことについて秘密選挙が守られて

いなかったと分析する生徒が多くいた。（資料５を参照） 

資料５「附属中学校の生徒会選挙に問題はあるのか」 

また近年取り上げられている選挙をめぐる問題とし

て，2021 年の秋に行われた衆議院議員選挙や 2018 年の 

沖縄県知事選挙から，一票の格差やフェイクニュースな

どがあることを知り，選挙でインターネットを活用する

ことのメリットとデメリットについても考えることが

できた。これは，ネット投票を行う本校の生徒会選挙に

つながる所があり，生徒会選挙前に気を付けないといけ

ないところなど，生徒にとって身近なところに落とし込

んで考え，生徒会選挙の投票ができたのではないかと筆

者は考えている。（資料６を参照） 

 

資料６「生徒会選挙に向けてどんな心構えが必要か」 

資料 ４　「自分の考えが政治に反映されると思うか」
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資料 7－ ２　「生徒会選挙を終えて」（班での共有）

資料 8　「生徒会選挙の選挙制度は変えるべきか」（班での共有）
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であった。また Chromebook を活用したネット投票につ
いても，「仕切りがなく他者の画面が見えてしまう」や

「選挙への緊張感がない」と否定的な意見が多く見られ
た。（資料７－２を参照）
　最後に単元のまとめとして，選挙管理委員会として活
動した視点，立候補者・推薦者としての視点，生徒会役
員として１年間活動してきた視点，そして単元の学習を
通して見えてきた生徒会選挙の課題を踏まえて来年度
の生徒会選挙に向けた改善点を話し合った。前述した
ネット投票については，選挙管理委員会の視点として

「開票がスムーズ（早い）」というメリットがあったが，
それ以上に投票者の視点として「投票する一票の重み」
や「緊張感」を大切にしたいと考える生徒が多く，対面
での演説・用紙での投票を希望する生徒が多数存在し
た。また，「立候補者のことがよくわからないから人気
投票になってしまう」という意見から，選挙活動期間を
最低でも１か月は確保するべきという意見も出てきた。

（資料８を参照）
　社会科としての選挙の学習と特別活動としての生徒
会選挙を横断的に学習することにより，実際に行われて
いる選挙の問題点を挙げるだけではなく，生徒会選挙を
通して身近な問題としてとらえ，自らの考えを深めるこ
とができた。またネットワークの利用，ICT 化が必ずし
もプラスの方向に動くとは限らず，従来通りの用紙を
使った選挙のメリットについても気づくことができた。

（２）考察
　今回の実践を行った第３学年は，中学校での３回の生
徒会選挙を，いずれも異なる方法で実施してきている。
　１年次では対面での立会演説会を実施し，立候補者の
名前が印刷されている用紙に丸印をつけるというベー
シックでアナログな方法である。
　一方の２年次では，コロナ禍ということもあり，事前
録画した立会演説会の動画を各教室で視聴し，教室後ろ
に設置した簡易的な投票台から Chromebook を活用した
インターネット投票を行った。３年次では ZOOM を活
用し，遠隔ではあるがリアルタイムで立会演説会を実
施。その後，２年次の時と同様 Chromebook を使った投
票を行ったが，自席（個人所有の Chromebook）での投
票となった。（資料９を参照）

　今回の学習活動は，様々な選挙方法の体験を通して，
学んだことや感じたこと，違和感があったからこそ，教
科教育で学ぶ「選挙」についても厚みと深みを生み出す
ことができたのではないだろうか。
　本単元の学習後の生徒の感想の中にも，２年次のとき

に立候補し当選した経験から，現在の政治家についての
考えを書いている生徒が見られた。（資料 10 を参照）

　また，ICT 活用については，教科内のみの使用に留ま
らず，学校教育活動全体で積極的に効果的な活用を模索
し続けたからこそ今回のような教科学習に結びついて
いる。この点については，「効果的な ICT 活用とはどう
あるべきか」という問いかけに対する回答にはならない
が，少なくとも「活用し続けることで多種多様な学びを
生徒自身がつかみとることができる可能性」については
否定できない。したがって，ICT 活用については，使用
目的が決して確固たるものでなくとも，活用可能性のあ
る場合に，「活用するところから生じるこちらが意図し
きれていない学び」に大きな価値を見出すこともできる
ものと考えている。今回，教科学習で学んだ知識と実体
験（特別活動「生徒会選挙」）を一つの学習活動に編み
直したことで，生徒はより自分事として主体的に学習に
挑み，対話を通して選挙の実態や課題に迫ろうとするこ
とができた結果であると考えられる。

（３）小括
　これまでの考察でも述べてきたように，今回実践を
行った第３学年は，様々な形式の生徒会選挙を体験し
た。このことによって，一票の格差などの一般的な選挙
の課題だけでなく，特にインターネットをつかった利便
性と課題について，自らの考えを深めることができた。
　しかし，今回の実践の課題として，研究主題設定の目
的にもあった「教員・生徒が「無意識的に」実施されて
きた教育活動を「意識的に」実施できるようにしていく」
ことができなかった点がある。本校の生徒会選挙の選挙
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徒が多く，対面での演説・用紙での投票を希望する生徒

が多数存在した。また，「立候補者のことがよくわから

ないから人気投票になってしまう」という意見から，選

挙活動期間を最低でも１か月は確保するべきという意

見も出てきた。（資料８を参照） 

社会科としての選挙の学習と特別活動としての生徒

会選挙を横断的に学習することにより，実際に行われて

いる選挙の問題点を挙げるだけではなく，生徒会選挙を

通して身近な問題としてとらえ，自らの考えを深めるこ

とができた。またネットワークの利用，ICT 化が必ずし

もプラスの方向に動くとは限らず，従来通りの用紙を使

った選挙のメリットについても気づくことができた。 

 

（２）考察 

今回の実践を行った第３学年は，中学校での３回の生

徒会選挙を，いずれも異なる方法で実施してきている。 

１年次では対面での立会演説会を実施し，立候補者の

名前が印刷されている用紙に丸印をつけるというベー

シックでアナログな方法である。 

一方の２年次では，コロナ禍ということもあり，事前

録画した立会演説会の動画を各教室で視聴し，教室後ろ

に設置した簡易的な投票台から Chromebook を活用し

たインターネット投票を行った。３年次では ZOOM を活

用し，遠隔ではあるがリアルタイムで立会演説会を実

施。その後，２年次の時と同様 Chromebook を使った投

票を行ったが，自席（個人所有の Chromebook）での投

票となった。（資料９を参照） 

 

資料９ 過去３年間の生徒会選挙実施方法 

 

今回の学習活動は，様々な選挙方法の体験を通して，

学年 選挙方法 立合演説会 

1年次 アナログ（投票所）対面（リアルタイム） 

2年次 デジタル（投票所）デジタル（録画） 

3年次 デジタル（自席） デジタル（リアルタイム）

資料８「生徒会選挙の選挙制度は変えるべきか」（班での共有） 

資料 ９　過去 ３年間の生徒会選挙実施方法
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この単元を通して立候補者の責任の重さを感じまし

た。今年一年，生徒会活動をしてきた側から考えると

，立候補する側としては，よりたくさんの国民の意見

が聞きたいし，より良い政治にするためにたくさんの

活動を実施していきたいと思います。だけど，国民が

政治に関心がなかったり，選挙にも参加してくれない

以上，なんの改革も進まないんだろうなぁと思いまし

た。いろんな政策がしたいけど，選挙に当選したあと

の話だから，選挙に当選しようと投票率の多い高齢者

向けの公約になってしまっているっていうのは悲しい

現状だと思います。（中略）当選したいという欲を出

して立候補するから，高齢者向けの政策になってしま

って，高齢者向けにしてしまうから，国民は「どうせ

高齢者向けの政治なんやし…」という考え方が強くな

ってしまうという悪循環になってしまっているんだろ

うなと，とても感じました。 
それと，正しい情報の集収をするのってとても難し

いなあと思いました。Twitter・インスタ・YouTube・

新聞・テレビなど色んな意見があって，誰が言ってい

るとか関係なしに何でもかんでも信じてしまうことが

一番危ないんだとわかりました。政治関係のこと以外

にも疑う力を大切にして自分の意見を持って自分の頭

で考察できる力をつけていきたいと思います。 

学んだことや感じたこと，違和感があったからこそ，教

科教育で学ぶ「選挙」についても厚みと深みを生み出す

ことができたのではないだろうか。 

本単元の学習後の生徒の感想の中にも，２年次のとき

に立候補し当選した経験から，現在の政治家についての

考えを書いている生徒が見られた。（資料 10 を参照） 

資料 10 単元の学習を通しての感想の一部（自由記述） 

また，ICT 活用については，教科内のみの使用に留ま

らず，学校教育活動全体で積極的に効果的な活用を模索

し続けたからこそ今回のような教科学習に結びついて

いる。この点については，「効果的な ICT 活用とはど

うあるべきか」という問いかけに対する回答にはならな

いが，少なくとも「活用し続けることで多種多様な学び

を生徒自身がつかみとることができる可能性」について

は否定できない。したがって，ICT 活用については，使

用目的が決して確固たるものでなくとも，活用可能性の

ある場合に，「活用するところから生じるこちらが意図

しきれていない学び」に大きな価値を見出すこともでき

るものと考えている。今回，教科学習で学んだ知識と実

体験（特別活動「生徒会選挙」）を一つの学習活動に編

み直したことで，生徒はより自分事として主体的に学習

に挑み，対話を通して選挙の実態や課題に迫ろうとする

ことができた結果であると考えられる。 

 

（３）小括 

これまでの考察でも述べてきたように，今回実践を行

った第３学年は，様々な形式の生徒会選挙を体験した。

このことによって，一票の格差などの一般的な選挙の課

題だけでなく，特にインターネットをつかった利便性と

課題について，自らの考えを深めることができた。 

しかし，今回の実践の課題として，研究主題設定の目

的にもあった「教員・生徒が「無意識的に」実施されて

きた教育活動を「意識的に」実施できるようにしていく」

ことができなかった点がある。本校の生徒会選挙の選挙

制度が３年でここまで変化した背景には，コロナ禍によ

る急速な「ICT 化」と密を避けた特別活動の実施の流れ

があり，これが本校の生徒会選挙において「インターネ

ット投票」を実施するに至った経緯である。この急速な 

「ICT 化」が生徒たちにとっては図らずも従来型の紙で

の投票と ICT を活用したネット投票の両方を経験する

に至った。今後，このような特殊な状況は起こりえない

と思われるため，政治参加だけではなく選挙制度が抱え

る課題を，生徒が主体的に取り組む「意識的な」学校教

育活動のデザインを模索していく必要がある。（橘理美） 

 

５５  成成果果とと課課題題 

本稿では，STEAM 教育を視野に入れたコンピテンシ

ーを育成する教科横断的な社会科授業デザインの方略を

考察してきた。本稿の成果は，以下の２点である。第一

に，社会科としての選挙の学習と特別活動としての生徒

会選挙を横断的に学習することにより，実際に行われて

いる選挙の問題点を挙げるだけではなく，生徒会選挙を

通して身近な問題として捉えることができたことであ

る。第二に，一票の格差などの一般的な選挙の課題だけ

でなく，特にインターネットを使った利便性と課題につ

いて，考えを深めることができたことである。今後は，

地理的分野や歴史的分野も含めて社会科の学びをいか

にコンテンツベースからコンピテンシーベースの学習

へとさらに転換していけるかが課題だろう。（福田喜彦） 

 

【註】 

(1)クロスカリキュラムを活用した社会科と他教科の学

びをつなげる試みについては，兵庫教育大学附属中学校

での共同研究として公開授業でその成果を発信してき

た。詳しくは，以下の論文を参照のこと。福田喜彦・阪

上弘彬・安永修・藤春竜也「「共生」の視点を育成する

クロスカリキュラムを活用した中学校社会科の実践的

研究－オリンピック・パラリンピックの授業事例をもと

資料 １0　単元の学習を通しての感想の一部（自由記述）
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制度が３年でここまで変化した背景には，コロナ禍に
よる急速な「ICT 化」と密を避けた特別活動の実施の流
れがあり，これが本校の生徒会選挙において「インター
ネット投票」を実施するに至った経緯である。この急速
な 「ICT 化」が生徒たちにとっては図らずも従来型の紙
での投票と ICT を活用したネット投票の両方を経験す
るに至った。今後，このような特殊な状況は起こりえな
いと思われるため，政治参加だけではなく選挙制度が抱
える課題を，生徒が主体的に取り組む「意識的な」学校
教育活動のデザインを模索していく必要がある。
 （橘理美）

5 　成果と課題
　本稿では，STEAM 教育を視野に入れたコンピテン
シーを育成する教科横断的な社会科授業デザインの方
略を考察してきた。本稿の成果は，以下の２点である。
第一に，社会科としての選挙の学習と特別活動としての
生徒会選挙を横断的に学習することにより，実際に行わ
れている選挙の問題点を挙げるだけではなく，生徒会選
挙を通して身近な問題として捉えることができたこと
である。第二に，一票の格差などの一般的な選挙の課題
だけでなく，特にインターネットを使った利便性と課題
について，考えを深めることができたことである。今後
は，地理的分野や歴史的分野も含めて社会科の学びをい
かにコンテンツベースからコンピテンシーベースの学
習へとさらに転換していけるかが課題だろう。
 （福田喜彦）

【註】
（ 1 ）クロスカリキュラムを活用した社会科と他教科の

学びをつなげる試みについては，兵庫教育大学附属中
学校での共同研究として公開授業でその成果を発信
してきた。詳しくは，以下の論文を参照のこと。福田
喜彦・阪上弘彬・安永修・藤春竜也「「共生」の視点
を育成するクロスカリキュラムを活用した中学校社
会科の実践的研究－オリンピック・パラリンピックの
授業事例をもとにして－」『兵庫教育大学学校教育学
研究』32，2019，43-52 頁。

（ 2 ）こうした新たな社会科教育研究への課題に対応す
るために，これまで継続的な研究を兵庫教育大学附属
中学校の社会科部と共同して推進している。福田喜
彦・森秀樹・阪上弘彬・藤春竜也・橘理美・安永修「生
徒の主体的・対話的な学習を促す「ICT」を活用した
中学校社会科の実践的研究－兵庫教育大学附属中学
校での Google for Education による事例をもとにして
－」『兵庫教育大学学校教育学研究』34，2021，23-34 頁。

（ 3 ）例えば，文部科学省のウェブサイトでは，STEM
（Science, Technology, Engineering, Mathematics）に加え，
芸術・文化・生活・経済・法律・政治・倫理等を含め
た広い範囲で「A」を定義している。また，各教科等
での学習を実社会での問題発見・解決に生かしていく
ために，「STEAM 教育等の各教科等横断的な学習の

推進」として，「AI や IoT などの急速な技術の進展に
より社会が激しく変化し，多様な課題が生じている今
日，文系・理系といった枠にとらわれず，各教科等の
学びを基盤としつつ，様々な情報を活用しながらそれ
を統合し，課題の発見・解決や社会的な価値の創造
に結び付けていく資質・能力の育成」を目指した様々
なリソースを発信している。

　ht tps : / /www.mext .go . jp /a_menu/shotou/new-cs /
mext_01592.html（2022 年 9 月 14 日最終閲覧確認）

（ 4 ）藤春竜也「社会環境の変化が学校教育に及ぼす影
響と適応についての考察」『物事を多角的に理解し，
新たな価値を『共創』する生徒』（令和 3 年度兵庫教
育大学附属中学校），2020，39 頁。

（ 5 ）ヤング吉原麻里子・木島里江『世界を変える 
STEAM 人材シリコンバレー「デザイン思考」の核心』
朝日新書，2019，7-8 頁。

【引用及び参考文献】
笹原和俊 （2018）『フェイクニュースを科学する』.DOJIN 

選書
ヤング吉原麻里子・木島里江（2019）『世界を変える 

STEAM 人材シリコンバレー「デザイン思考」の核
心』. 朝日新書

兵庫教育大学附属中学校実践報告会（2020）『令和 2 年
度 兵庫教育大学附属中学校実践報告会　社会科資
料』. 兵庫教育大学附属中学校

藤春竜也（2021）「社会環境の変化が学校教育に及ぼす
影響と適応についての考察」『物事を多角的に理解し，
新たな価値を『共創』する生徒』. 令和 3 年度兵庫教
育大学附属中学校

クローズアップ現代（2020 年 12 月 18 日放送）「フェイ
ク・バスターズ」.

兵庫教育大学附属中学校研究協議会（2021）『令和 3 年
度 兵庫教育大学附属中学校研究協議会　基調提案資
料』. 兵庫教育大学附属中学校
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●単元計画および，本単元におけるSTEAMの要素 

対象学年 ３年 授業者 
 

橘 理美 

単元名 第３章 現代の民主政治と社会 １節 現代の民主政治 
  

単元を貫く問い 民主政治では，なぜ政治に参加することが重要なのか？ 

単 元 全 体 を 通
し て，育成が期待
できる資質・能力 

対話と実体験を主軸とした学習活動を通し，国民の政治参加について多角的・多面的
に考察できる能力，現代社会に見られる課題の解決について主体的に考え関わってい
く資質を培うことをめざす。 

 時 めあて・学習内容 評価基準・手立て      組み込んだSTEAM要素 

１ 民主主義に基づく政治が必要な
理由を，歴史的背景・身近な事
象を通して考える。 

歴史を振り返り，民主主義
の重要性について考え，ま
とめることができる。 

【Ｔ・Ｅ】生徒会選挙の体験から学
んだ選挙の基本的なしくみをヒン
トにしながら，過去の選挙制度の課
題やその改善案について提案する。 

２ 日本の選挙制度を理解したうえ
で，制度の特徴を捉える。 

選挙が果たしている役割に
ついて，民主主義に着目し
ながら，身近な例に置き換
えて考えることができる。 

【Ｓ・Ｔ】生徒会選挙のしくみに着
目し，選挙の４原則がどのように反
映されているのかを見出す。その上
で，生徒会選挙が民主主義の原則にの
っとることができているかどうか
を検証する。 

 

 

３ 

選挙をめぐる課題について考え，
自らの行動を振り返る。 
 
生徒会選挙を振り返り，改めて選
挙の課題を見つけ，解決策を考え
る。 

投票率の向上や，情報リテ
ラシーについて，政治参加
に着目して考察し，表現す
ることができる。 

【Ｓ・Ａ】インターネット選挙の利
点や課題，それを改善するための方
策について，これまで３度の選挙経
験から学んだことや感じたこと，違
和感について意見を交流しながら，
選挙を取り巻く本質的な問題につ
いて迫ろうとしている。 

４ 政党の果たす役割について，海
外の制度と比較して考える。 

日本で行われている政党政
治の特徴を，グラフの読み
取りを通して表現すること
ができる。 

【Ｍ】世界と日本の政党別議席数の
違いを根拠にしながら，多様な立場
の意見を尊重しようと努める日本
の政党政治の特徴や課題について
説明する。 

●評価に対する捉え 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に活動に取り組む態度 

・多数決の原理とその運用の在 民主政治の推進と，公正な世論 民主政治と政治参加について，現 

り方について理解している。 の形成や選挙など国民の政治参 代社会に見られる課題の解決に 

・社会で起こっている問題につ 加との関連について，対話的な 向けて，自らの学習を振り返りな 

いて関心を持ち，その原因を分 活動を通じ，多面的・多角的に考 がら粘り強く取り組み，生徒会選 

析することができる。 察し，表現している。 挙を通して，主体的に関わろうと 

  している。 

 

巻末資料「STEAMの観点を組み込んだ社会科授業単元の具体的事例」 
巻末資料　「STEAMの観点を組み込んだ社会科授業単元の具体的事例」

50 学校教育学研究,   2022,   第35巻


